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却 (融点-8℃､ガラス転移温度-27℃) した ｢細雪｣という酒を冷たいガラスコップに注
ぐと､過冷却酒がシャーベット(結晶化)に変わって､大変美味しいとか宣伝 していまして､
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† 図は､小田垣孝著 ｢パーコレーションの科学｣ (裳華房)から借用 しました｡
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[図 10]























えれば､ブラジル .サッカー的な個別運動とドイツ･サッカー的な集団運動の絡み合いとしてノヽノヽ′〉へノヽ′)ヽ.′l.′)… ■ヽノヽ′… ノヽヽノヽ■へノヽ
把握されます｡臨界点は集団運動の異常として現れます｡この臨界点近傍での水銀の熱電能S






















鎖は互いに引合い黛合 し､ついには金属クラスターが形成されます｡ 池本弘之君 (現在､富山
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融点近傍で半導体的性質を示す液体セレンとは異なり､液体テルルは融点で既に金属的性質
を示 します｡第 15図に中性子回折測定から得 られた液体テルルの回折像の温度変化を示 しま
す 【10】｡これは相関関数S (Q)と呼ばれており､ここでQは波数で散乱角と関係づけられ
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かになりました 【10､11】｡EXAFSの実験および解析には､乾雅祝君 (現在､広島大 ･総
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温度依存性は､面白いことに､御園生雅郎君 (現在､日本板硝子)が測定 したナイ トシフト【
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｢不規則系の研究 一液体金属 ･半導体を中心として-｣
第 18図に､非弾性散乱から得た散乱角350 (波数スペク トルQ～0.89A~1)における467
℃の液体テルル及び400℃におけるtrigonalTeの一般化振動状態密度G(E)スペク トルを図
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[図 18]
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